
　夏がやってまいりました。今年も暑くなってきますので、熱中症に気を付けて働いていきま

しょう。シマネツ構造改革で弊社の働き方も変わり、私も曲がり矯正やS-1Aの点火、安全

運転管理者等の仕事を任され、マルチタスクで毎日一生懸命働いています。皆さまも暑い中、

大変だと思いますが、頑張って仕事をこなしていきましょう。

　今年の8月１日から11月30日まで横断歩道での歩行者優先を徹底するゼブラ・ストップ運動が

始まります。7月終盤にまた告知させていただきますが、運転者の方々は下記の項目の徹底を

よろしくお願いいたします。

　残り少ない日数ですが7月10日から7月19日までの10日間、夏の交通安全運動が始まって

います。皆様の協力が必要ですのでよろしくお願いいたします。

　また、期間中だけ意識するのではなく、今回の運動重点は日々、守っていかなければいけ

ないことですので、お酒を飲んでから運転はしないのは当たり前ですが、自転車の走行時は

左側を走り、車両運転時はスマートフォンを触ることなく運転するようにお願いします。期間が

終わっても、内容を守られていない状況を見かけた際は注意させていただくのでよろしく

お願いいたします。
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安全運転管理

前方をよく見て運転、横断歩道に十分注意

横断歩道の手前では、「ブレーキ」操作で安全確認

前をよく見て安全運転、横断歩道を発見したら、その周りに歩行者等がいないか十分注意！

渡ろうとする歩行者がいるかもしれない場合は、横断歩道の手前で止まれる速度で進もう！

横断歩道でも、3ライトで交通事故防止
1 車のライトを早めの点灯、こまめな切り替えで横断者を早期発見

2 横断者も反射材等でライトアップ

3 ライト(右)からの横断者にも注意

横断する歩行者がいたら、必ずストップ(一時停止)

～ヘルメット かぶるあなたは かっこいい～

スローガン

運動重点
1 自転車用ヘルメットの着用と交通ルール厳守

2 飲酒運転の根絶 ～飲酒運転0を目指して

3 歩行者の安全確保と安全運転の励行



　今年の1月25日に人事異動があり、営業グループ配送係から製造第3グループに配属されました。

この会社に勤めて18年になり、50代半ばになった自分は他部署の仕事を一から覚える事に

不安がぬぐい切れませんでした。

畑尾チーフリーダーをはじめ、ベテラン後輩の西君に丁寧に指導してもらうのですが、最初に

教わったのは炉体の動きを覚えることでした。UBG炉・BBH炉・洗浄機・焼き戻し炉1号・2号

と、5台の機械の動作を覚え、まずは一番稼働率のあるUBG炉の点火から指導を受ける事に。

　立ち上げからステップ1、730℃を超えたらステップ2と動作確認を覚え製品を搬入する環境を

整える。BBH炉も同じく立ち上げを教わるのですが、スイッチ類が多く頭がパニック状態になりました。

UBG炉と違いBBH炉は密閉度合が優れている炉体で、真空引きしてからの窒素を炉体内に入れ、

炉体内環境を整えてからの製品搬入なので、まずは炉体の構造を教わりました。

　洗浄機、これはトリクレンを用いた洗浄で、炉体に搬入する際も条件があり、炉内温度83℃以上

そして、5台の炉体前を往復するPPカーを一度奥の炉体まで移動させてから

洗浄機前に着けないといけない。とか、いろいろ覚えくてはいけない事が山ほどあります。

　先月号の畑尾さんの記事に記載されていましたが、UBG・BBHのメタノール流量や酸素量・

窒素タンク内に適切量があるか、約20分間隔で確認します。それと平行して入荷した製品の員数確認、

製品に合わせた冶具の準備、冶具の中網は必要又は使用しないか。前洗浄をするのかしないのか。

また、小さい製品なら専用の道具を準備する等、そこの部署に入らないと気がつかない事があり、

以前に作業補助で製品の組みやバラシをやった事はありましたが、当時の現場の従業員に

準備をしてもらっての作業だったのでなんとか出来ましたが、S-3に配属になり、一気に覚えるのは

結構大変な事でした。　異動から5か月たち、各炉体の動作が分かってきましたが、各お客様から

お預かりする製品の部品点数が多いので、まだまだ習熟するには時間がかかりそうです。

これからも畑尾チーフリーダーそしてベテラン後輩西君に、色々教わって精進していきます。

（S-3の焼入れ炉体や焼き戻し炉）

S-3備品（組み立て治具で使用するスペーサー）

長年使い続けた事でプラ箱の底が穴が開き、扱いずらい状態だったので、各プラ箱に金網を加工して

底網を敷いた事で少しでも長く使えるよう工夫しました。

編集後記

 人事異動に伴い、日勤から夜勤の時間帯に変り昼夜逆転の生活になってしまいましたが、身体も大分

慣れてきました。現場作業も日中は他部署の作業時間帯の合い間で行っていた作業も、現在は周りに

気を使わなく作業に専念する事ができます。ただ夜間とはいえ気温が高いので水分補給をしっかりして、

健康体でいられるように頑張っていきたいと思います。 （裏面担当　S-3　神谷）

（焼入れ炉体の制御盤）

S-3グループ配属


